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相模平野の

段丘面変形

地質調査所岡重文

藤沢～横浜～三浦半島に発達する下末吉面の段丘変

形について紹介する.藤沢では武蔵野礫層に対比さ

れる相模野礫層(6万年前)の高度の最も低い所が内陸

部に位置し(標高14m)最も高い所との標高差は18m

ある.相模野礫層は北から南に流れた河床に堆積した

礫層なので傾動量は18皿となる.同様の傾向カミ約

13万年前の下末吉面にみられる.この面の高さは最

低海水準付近まで下っていると推定される.南関東で

の旧汀線高度を約45mと仮定すれば海側から内陸に向

けて45m以上沈降していることになるjこの傾向は

関東地震時の変動(隆起)傾向と逆である.つまり

下末吉期の地盤変動までは最近の地盤変動の傾向をさ

かのぼれないのではないだろうか.
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相模平野の地形区分とロｰム層崖底の等高線

三浦半島で見られる小原台面以降の各旧汀線(9万年

6万年6千年前)の隆起重をみると変動のしかたは

一様でなく最近は隆起が著しくなっているといえる

であろう.

応力変遷史と断層
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南関東の

構造発達過程と

応力場の変遷
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･地質調査所垣見俊弘

房総･三浦両半島の小断層を解析し地表近くの応力

場の変遷を明らかにしてきた結果第四紀中頃の長沼不

整合を境に応力場が大きく変化したことがわかった.

この変化は島弧変動(藤田至則)や六甲変動(藤田和

夫)と対床するものである.

三浦半島にはさまざまな小断層が時期を異にして発達

している.正断層は地表が伸長の逆断層は地表が圧

縮の応力場にあったことを示す.このうち古い時代の

逆断層は東西性の葉山一嶺岡隆起帯にほぼ直交する南

北方向の圧縮を示す.しかし断層分布は榴曲の範囲

よりはるかに広い地域が全般的な圧縮の場にあったこと

を示している.これより新しい時代には地表は主

として伸長傾向にあり東西と南北の引張り軸が交代し

てあらわれている.いっぽう南下浦断層など三浦

半島を東西に横切る大断層の最近の運動は傾斜ずれを

も伴うが主として右横ずれであり古い時代の運動の

センスとは必ずしも一致していない.この変化は

第四紀中頃の応力場の変化に対応しているものと考えら

れる.これらの大断層の周辺にある新しい小断層系に

は走向ずれ成分をもつものが多いが大断層から推定

される地下深部の応力場と小断層による地表近くの応

力場とは異なるものと考えられる.

三浦･房総両半島を通じて長沼不整合以前には櫓

曲軸方向と関連する圧縮応力場と伸長応力場が交代して

現われるが同不整合以後にはこれと無関係な伸長非力

挫が支配的となる.あとの時代には関東の大構造に

もいわゆる東京湾方向があらわれこの方向性は下末吉�
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面の等高線などであらわされる新しい時代にまた海岸

側ほど顕著であり葉山一嶺岡方向にとって代る傾向に

ある.

新しい時代の地表の過程を統一的に説明するために

この地域の地殻深部には水平の圧縮応力が支配しており

これによって地表には付随的に伸長や圧縮の場カミ生じて

いると考えた.地表の過程は複雑でありとくに内陸

部ではこの考えだけでは必ずしもうまくいかない.

それらは基盤の物畦の違いの影響や浮力による上昇

が広域応力場に重たっているためかもしれたい.

房総･三浦半島の

断層解析結果と

地震活動との関係

地質調査所小玉喜三郎

房総･三浦半島に広域的に分布し比較的新しい時代

にできた南北方向の走向をもつ正断層の解析結果につ

いてのべる.

この種の断層は房総半島の中部から北東部にかけて

よく発達している.それらは落差5mmないし5m

傾斜は70｡以上で面は開離している.断層の共役関

係から応力場を復元してみると最大引張店カ軸σ､は水

平に近くうねっている.このことからそれらは東西

､バ

房総半島東部における断層の分布

方向の伸張とほとんど垂直な圧縮応力場でできた重力

型の断層であることがわかる.

ところで従来の地質図には100m以上の落差をも

つ断層が多数記載されている.それらは大多喜付近

から東方に分布し上記の小断層の分布地域と浮ぼ一致

する.断層の性質も似ている.ただし共役断層の

うち東落ちのものがきわめて多く全体としては階段

状に太平洋側に落ちている.

小断層でも落差の総量は東落ちの方が大きい.特

に50cm以上でこの関係は顕著にたる.これらのこ

とから大きな断層は小さなものから一連に発達した

ものであることがわかる.また小さな断層による変

形量は大きな断層によるものとあまり変わらない.

以上の小断層について横軸に落差を縦軸に頻度を

とると両者は対数直線関係にあることがわかった.

ただし東落ちの断層系は酉落ちのそれに比して直線の

勾配がゆるい.

三浦半島にも同種の断層カ溌達する.南端部の断層

についてみると最大引張応力軸σ･はほとんど水平でゆ

るく西に傾く.引橋断層を境にその北方では逆に東

の東京湾側に傾く･頻度分布は房総半島より急傾斜で

房総半島のものと逆に西落ちのものカミ多い.

断層の落差と頻度に関する関係式は地震の方での

Gutenbe･g-Richterの式宇津一関の式石本一飯田の

式などに類似していて破壊現象の別の面を表現してい

ると考えられる.なお房総･三浦半島のこれらの断

層灘はブロックの隆起に伴うドｰムの形成に際して

その翼部に発達する断層と考えられる.それによって

共役断層の片方のみカ埠越する傾向があらわれるのだろ

う.同様な破壊現象としての地震についても地質構

造に対応した上のような選択性があるのではなかろうか.
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房総半島東部における小断層の規模別頻度分布�



アｰツ衛星デｰタ

から識別された線構造

地質調査所長谷紘和

高度g12kmで地球を周回する資源技術衛星(ERTS)

からマノレチ･スペクトル･スキャナｰによって関東平

野をほぼ完全にカバｰした非写真映像カミ得られたのは

昨年11月26目である.緑色～近赤外波長領域を4つに

波長分帯した映像上にはそれぞれ東京都市部をほぼ東

西に横断する線構造が識別された.この線構造につい

て波長特性と既存のデｰタから検討した結果を報告する.

映像は午前10時半太陽入射角28｡で得られた低太陽

角デｰタで一般的にいって陰影効果により東西性の

線状構造は南地性のものに較べて強調されて表現される.

しかし映像の地上解像力は約70mで陰影効果カ潮待で

きるのは比較的大きな対象物に限られる.

問題の線構造は鹿島町の南側から利根川の流路に沿

きおろL

って酉にのび木下松戸を経て立川に至るもので鹿

島町の南側から利根川の低地帯にかけてはやや不明瞭で

あるカ沐下一松戸間は明瞭に識別できる.派生的な線

構造か木下から市川の方向へ発達する.松戸から沖

積面に入ると線構造は弱くなるか恋お連続的なもの

として追跡でき武蔵野台地では五目市街遣と玉川上

水を含む東西性の帯状部がこれに相当する.また立川

の南側にも同様の帯状部が平行する.

波長0.5～0.6μ〔!μ(ミグ目ン)=10一{｡m〕の波長域の太

陽光は水中透過率がすぐれこの波長域で得られたデ

ｰタに表われる鹿島沖水深約20m以浅に識別できる地

上線上構造の延長は海底地形を反映しているように思

われる.波長0.6～0.7μの映像では線構造はやや不鮮

明である.波長0.7～0.8およびO.8～1.1μの赤米～近

赤外領域の映像ではとくに木下一松戸間の線構造が明瞭

でそこでは植生の反射率の差として表現されているも

のと考えられる.ERTSデｰタによれば北関東の平

野部にも幾本かの東西性の線構造が識別される.ここ

で関東平野を形成する基盤の地質線構造に着目すると

関東平野東部の鶏足山地には東西性の地質線構造が発達

する.他方西部の関東山地丹沢山地には古いもの

から順にNS性NE-SW性およびNW-SE性

の地質線構造力溌達するがいずれも平野部の線構造の

方向とは一致したい.既存デｰタに関しては石井基

裕(1962)によってまとめられた地震探査結果の中で

線構造を横断する谷田部一久留里側線上竜ケ崎付近で

基盤を切る断層が報告されている.また鹿島沖のエ

アガンデｰタによれば線構造の東方延長上にほぼ相当

する地点で先第三系基盤上に堆積した古第三紀～新

第三紀層が逆断層によって明らかにずれている.

以上検討の結果線構造の東部すなわち木下以東に

ついては断層を反映したものと結論することカミできる.

線構造の西半については既存の基盤のデｰタはないカミ

線構造は人工的なものとは考え難く地下の情報カミ含水

率などによって支配される表層土壌の写真階調差あ

るいはそれを間接的に反映する植生の差として地表に

反映されているものと考えられよう.

地殻変動

歪分布

南関東の

広域歪分布

国土地理院

地殻変動と地殻の歪に関していくつか紹介する.ま

ず垂直方向の変位についてのべる.関東地震のときの

50cm隆起線に注目してみるとこれと1924,25～工9

65年までの変動のOラインがよく一致する.そして

半島の先端部付近は長期的には年4～6mnの速度で一

様に沈下している.しかし1965～1968,9年の変動

をみると房総半島南部に3cmの異常隆起が認められ

これがきっかけでこの地域が観測強化地区に指定された.

つぎの1968,9年～1971年では房総半島で再び南下りσ)

傾向を示したが三浦半島では南隆起の現象を示した.

これについてはわれわれは前記のような一般的径年

変化の上に周期の短い変動カミ重ったものだと解釈して

いる.ただs/Nの問題で広域的な変動の性格をはっ

きりさせるためにはもう少し期間を必要とするだろう.�


